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序 文

　鳥取市は、平成16年11月に周辺8町村との合併を行い、面積765．66k㎡、人口

20万人あまりを擁する山陰地方最大の都市となりました。

　鳥取市域には数多くの原始・古代遺跡が存在しています。これらの埋蔵文化

財は先人たちの生活を語る歴史資料であり、後世に継承していくべき市民の貴

重な財産です。このような認識のもと、財団法人　鳥取市文化財団では、開発

と文化財の共存をはかるべく、関係各機関の協力を得ながら埋蔵文化財発掘調

査事業を進めています。

　さて、今回実施した横枕古墳群の調査は、中国横断自動車道姫路鳥取線整備

事業に係る発掘調査として、平成17年度及び平成19年度に行ってきました。こ

の古墳群は千代川左岸の丘陵部に展開し、91基あまりの古墳で構城されている

ことが知られていましたが、今回の調査によって新たに古墳3基を発見するこ

とができました。また、土器、玉類、鉄刀、鉄嫉をはじめとする鉄器などの副

葬品が出土し、当地域の歴史を探る上で貴重な資料を得ることができました。

ささやかな冊子ではありますが、市民の皆さまをはじめ多くの方々の地域の歴

史を考える一助になれば幸いです。

　おわりに、今回の発掘調査にあたり、ご理解とご協力をいただきました地元

の皆様、ご指導・ご助言を賜りました関係各位に心から感謝するとともに、今

後とも発掘調査にご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

平成19年12月

財団法人　鳥取市文化財団

理事長山崎群次



　　　　　　　　　　　　　　　　　例　　　　言

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よこまくら
1．本報告書は、中国横断自動車道　姫路鳥取線整備事業に係る事前調査として実施した横枕古墳群

　　の発掘調査報告書である。

2．本発掘調査は、平成17年度に西日本高速道路株式会社中国支社の委託を受けて、財団法人　鳥取市

　　文化財団　鳥取市埋蔵文化財センターが現地調査を実施し、平成19年度に中国地方整備局鳥取河川

　　国道事務所の委託を受けて、財団法人　鳥取市文化財団　鳥取市埋蔵文化財センターが整理・報告

　　書作成業務を実施した。

3．発掘調査遺跡の所在地は、鳥取市上味野字堤下タ746、字天王谷485である。

4．発掘調査によって作成された記録類および出土遺物は、鳥取市教育委員会に保管されている。

5．遺跡の航空写真撮影、現地の基準点測量および地形測量は専門業者に委託した。

6．現地実測・写真撮影、遺構図面の浄書は、調査員、補助員を中心に発掘調査参加者の協力のもとに

　　行い、出土遺物の整理および遺物実測・浄書は、神谷伊鈴、濱橋博子を中心として行った。出土遺

　　物観察表は神谷伊鈴が作成し、濱橋博子が補佐した。

7．本書の執筆、編集は前田均が担当し、神谷伊鈴、濱橋博子が補佐した。

8．現地調査および報告書作成にあたって多くの方々からの指導、助言ならびに協力をいただいた。厚

　　く感謝いたします。

凡 例

1．本書における方位は、真北の第1図を除き他は座標北を示す。また、レベルは海抜標高である。

2．本書で使用した遺構の略号は、土坑；SK、溝状遺構；SDである。

3．今回の調査によって出土した遺物は、調査年度、古墳名、遺物台帳登録番号、取り上げ年月日を基

　　本的に注記し、写真や図面などの記録類も同様である。

　　（例；2005姫鳥横枕39M　NQO122006．03．04）
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第1章発掘調査の経緯
1．発掘調査にいたる経緯

　横枕古墳群は、鳥取市横枕、竹生、上味野に広がる標高30～150mあまりの丘陵上と、その裾部に展

開する古墳群である。山裾部には露出した横穴式石室の存在が古くから知られていたが、姫路鳥取線の

整備計画が示された後に実施した分布調査などによって、50基余りの古墳や、遺物散布地が新たに確認

され遺跡密度の高い地域であることが明らかになった。そのような中、中国横断自動車道計画の具体化

とともに計画路線内における遺跡の所在確認のため本格的な試掘調査が行われた。試掘調査は鳥取市教

育委員会が平成11年度～13年度に実施した。鳥取市教育委員会はこれらの試掘結果をもとに関係機関と

の協議を行ったが、路線内の遺跡は現状での保護・保存が難しく、記録保存で対応することとなった。

　本調査は、調査が可能となった区域から順次実施され、平成11年度に服部墳墓群、12年度に服部墳墓

群、下味野古墳群、横枕古墳群、13年度に横枕古墳群、篠田古墳群、下味野古墳群、14年度に篠田古墳

群、下味群古墳群・下昧野童子山遺跡、本高円ノ前遺跡、15年度に倭文古墳群、倭文所在城跡、横枕古

墳群の調査を実施した。その後、横枕古墳群、横枕所在遺跡2（仮称）については唯一未調査となってい

たが、平成17年度に入り調査が可能となったことから、同年12月から現地調査に着手した。なお、本報

告の横枕40号墳、横枕38号墳の一部について平成16年度に調査を行っており横枕古墳群概要報告書で報

告している。

2．発掘調査の経過

　今回の調査対象地は、横枕集落の北東側に張り出した丘陵の標高80．8m前後の先端頂部と、その丘陵

南東斜面を下った標高34．5mあまりの裾部に当たり、頂部に横枕40号墳、裾部に横枕38、39、92～94号

墳が所在している。事業計画当初、計画路線内における遺跡管理名として丘陵線に所在する古墳につい

て横枕古墳群、裾部一帯に立地する遺跡については横枕所在遣跡2と呼称していたが、今回の報告では

裾部に立地する各古墳についても横枕古墳群として取り扱った。

　現地調査は、西日本高速道路株式会社中国支社の委託を受け、平成17年12月から実施した。調査準備

および発掘調査資材や機材の現地搬入の後、立木の伐採・搬出作業の終了をまって12月14日から調査区

域の基準点測量、地形測量、調査前写真撮影を行い、終了後直ちに表土除去作業、墳丘検出作業に着手

した。作業は調査区の北東側に位置する39号墳から行い、38号墳、92号墳、93、94号墳へと進めていっ

たが、度重なる降雪に悩まされながらの作業となった。2月中旬に墳丘検出作業を終え、土層観察ベル

トの断面記録、ベルト除去、墳丘遺存状況の写真撮影の後、2月18日から各古墳の埋葬施設の検出に取

りかかった。検出の結果、38号墳の墳頂部から木棺直葬とみられる埋葬施設1基、墳丘裾部から箱式石

棺1基が検出された。墳頂部の埋葬施設は大型のもので、須恵器、鉄刀、鉄嫉などの鉄製品や管玉、小

玉等の玉類が副葬されていた。また、39号墳の墳頂部からも木棺直葬とみられる埋葬施設1基と墳丘外

から石棺2基が検出された。さらに、92、93号墳は残存状態が不良であるものの横穴式石室を持つ古墳

であることが明らかとなった。93号墳の玄室内からは須恵器、土師器のほか、鉄鎌、刀子等の鉄製晶が

出土した。埋葬施設の平面、断面実測、写真撮影等の諸記録を取ったのち墳丘調査を行い38、39、92、

93、94号墳の調査は3月27日に終了した。

　丘陵頂部に立地する40号墳の調査は3月1日から本格的に開始した。表土除去、墳丘検出作業ののち

埋葬施設の検出作業を行い、墳頂部の中央から直葬と思われる墓墳1基を検出した。諸記録を取ったの

ち墳丘調査を行い3月27日に調査を終了した。

　各古墳の埋葬施設の検出をうけ、3月24日には調査区全域および各古墳の空撮を行った。

　整理作業および報告書作成は、中国地方整備局鳥取河川国道事務所の委託を受け、平成19年8月から

一1一



実施した。調査記録の整理と出土遺物の水洗、注記、復元等の作業を終えたのち報告書の作成に本格的

に取りかかり、平成19年11月に一連の業務を終了した。

3．調査の組織・体制

　発掘調査の組織、体制は以下のとおりである。

平成17年度　調査主体　財団法人　鳥取市文化財団

　　　　　　　　　　　理　事　長　　林　　　由紀子（鳥取副市長）

　　　　　　　　　　　副理事長　　中　川　俊　隆（鳥取市教育長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　三　田　三香子

　　　　　　　　　　　常務理事　小谷荘太郎

　　　　　調査指導　鳥取市教育委員会　事務局文化財課

　　　　　事務局　財団法人　鳥取市文化財団　鳥取市埋蔵文化財調査センター

所

主

主

調査事務

調査担当　財団法人

　　　　　調　査　員

長　　前

幹　　藤

幹　　谷

　　　秋

鳥取市文化財団

調査補助員

　　田　　　均

　　本　隆　之

　　口　恭　子

　　田　澄　世

　　　　　鳥取市埋蔵文化財調査センター

井　汲　隆　夫

前　田　　　均

神　谷　伊鈴

永田　りん太郎

下　多　みゆき

平成19年度　調査主体

調査指導

事務局

調査担当

財団法人　鳥取市文化財団

　理事長　山崎群次
　副理事長　住田高市
　　　　　　　三　田　三香子

鳥取市教育委員会　事務局文化財課

財団法人　鳥取市文化財団　鳥取市埋蔵文化財センター

　所　　　長

　所長補佐

　主　　　幹

　調査事務

財団法人

　調　査　員

　調査補助員

前　田

山　田

谷　口

秋　田

鳥取市文化財団

　　　前　田

　　神　谷　伊

　　　濱　橋　博

　　均

真　宏

恭　子

澄　世

　鳥取市埋蔵文化財センター

　　均

　　鈴

　　子
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第2章　遺跡の位置と歴史的環境

　横枕古墳群は、千代川西岸の鳥取平野南西部に位置し、横枕集落背後の八町山（標高294m）から派生す

る丘陵および集落前面の低丘陵に展開する古墳群である。古墳群が立地する丘陵東側には千代川が南北

に流れ、幅1km余りの平野部が形成されており、この平野部を望む丘陵上に多くの古墳が築かれている。

　今回の調査地は、横枕集落の北東約600mに位置し、標高80．8mあまりの丘陵上と、丘陵の南東斜面

を下った標高34．5m前後の裾部に所在する。前面には標高501nあまりの独立丘陵があり、丘陵間には微

高地状の平野部が形成され、水田や畑地として利用されている。

　鳥取平野に最初に人の足跡がたどれるのは、千代川東岸の浜坂地内の砂丘で採集された黒曜石製の有

舌尖頭器である。詳細は不明ながら旧石器時代まで遡る可能性をもつ遺物である。

　縄文時代の遺跡としては、湖山池南東岸の低湿地に立地し、丸木舟が相次いで出土し話題となった桂

見遺跡や、漆塗で木製の広口壼や腕輪が出土し高度な漆技術が示された布勢第1遺跡が後期を中心とす

る著名の遺跡として知られている。横枕周辺では晩期の突帯文土器が出土した本高円ノ前遺跡や、縄文

時代後期後葉から晩期前葉に比定される土器群が出土した山ヶ鼻遺跡、千代川の自然堤防上に立地する

古海遺跡などが位置しており、後期から晩期へかけて遺跡の立地場所が推移していく状況がうかがわ

れ、晩期後半になると平野中心部の微高地へ進出するようである。

　弥生時代に入り、縄文時代晩期からの遺跡が引き続き営まれる。前期の実態は不透明な部分が多い

が、青島遣跡、湖山第1・2遺跡、布勢第1遣跡、桂見遺跡、帆城遺跡、天神山遺跡からは前期の遺物

が出土している。このような中でも、岩吉遣跡は古い要素をもつ弥生土器が出土しており、鳥取平野で

最初に稲作を導入した拠点集落と考えられている。

　横枕古墳群周辺の弥生遺跡としては、焼失竪穴住居から弥生中期の土器がまとまって出土した下味野

童子山遺跡や、弥生時代後期の土器とともに田下駄、大足などの木製品が検出された服部遺跡、後期を

主体とする竪穴住居や土坑、掘立柱建物などが検出された北村恵儀谷遺跡、中期中葉～後期の土坑や重

複する溝状遺構が検出された山ヶ鼻遺跡、菖蒲遣跡が知られている。いずれも標高7～10m程度の微高

地に立地する遣跡である。

　鳥取平野における弥生時代の墳墓は湖山池南東岸地域に多くみられ、布勢鶴指奥1号墓、第1土頻墓

を中心とした桂見土墳墓群、一辺64×高さ5mと傑出した規模をもつ西桂見墳丘墓、丘陵頂部に位置

し、石列と地山の浅い掘削によって12mの方形状に墓域を区画している桂見土墳墓群が知られており、

古墳時代に続いていく墳墓として注目されている。

　古墳時代になると、平野周辺部の丘陵上に大小さまざまな古墳が造られるようになる。初期段階では

湖山池南東岸の桂見古墳群、倉見古墳群などを中心として展開されるが、これらは弥生時代からの系譜

を引く方墳である。桂見2号墳は長辺281n×高さ4．5mの規模で長大な木棺から舶載鏡が出土してい

る。大規模な埋葬施設や副葬品など、このように卓越した内容の古墳は今のところ明らかになっていな

い。横枕古墳群周辺では、釣山24号墳（長辺22m、方墳）、銅鏡が出土した古海40号墳が前期古墳として

知られている。中期になって、前方後円墳として里仁29号墳（全長85m）が、やや遅れて楕間1号墳（全

長92m）、古海36号墳（全長67m）などが点在する。後期には墳丘規模が全体的に小型化する傾向があり、

三浦1号墳（全長36m）、桂見6号墳（全長24．5m）、釣山2号墳（全長26．4m）等のように小規模な前方後

円墳も築造される。このような後期古墳の中で、野坂川右岸の丘陵東側斜面に立地する山ヶ鼻古墳（古

海13号墳）は巨石を翻り抜いた石棺式石室を埋葬施設に持っている。7世紀中頃の築造であり、その特

徴的石室構造とともに数少ない後期～終末期古墳として、7世紀後半に創建されたと考えられている菖

蒲廃寺につながる貴重な存在である。

　古墳時代における集落の調査例は少ないが、古墳の立地する丘陵の後背地微高地上、現集落と重なっ
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て営まれたものと推察されている。横枕古墳群周辺の集落遣跡として菖蒲遺跡、山ケ鼻遺跡、大構遺跡

等がある。菖蒲遺跡では釣山裾の微高地に焼失住居が検出されている。

　7世紀に入ってからのこの地域は、白鳳後期創建とされる菖蒲廃寺に象徴される。菖蒲村周辺は古代

山陰道の通過地点とともに駅衙、郡家の推定地でもあり、律令期に入って鳥取平野西岸の中心的地域で

あったと考えられている。現在、菖蒲集落の西に菖蒲廃寺の塔の心礎とみられる礎石が残り、この付近

で土師百井式軒丸瓦が出土している。またその250m西の山ヶ鼻遣跡では、菖蒲廃寺の時期と重なる7

世紀の掘立柱建物群、溝状遺構、土坑等が検出されており注目される。横枕周辺では倭文神社が式内社

であり、古代新羅系の織布技術をもった集団である委文部がこの地域に居住していたと推定されてい

る。また、律令体制下のこの地域は、天平勝宝7年（755）、『東大寺東南院文書』「東大寺領因幡国高草郡

高庭庄坪付注進状案」から南北10条にわたり条里制が施行されていたことが明らかとなっている。この

時期、菖蒲遺跡では釣山沿いの微高地に8世紀後半の総柱建物が検出されている。また、9世紀後半の

墨書土器のほか中世京都、近江産の緑粕陶器片とともに、白磁片、青磁片が多数出土していることから

高庭庄没落後も中世にかけて何らかの統治機関的なものがあったと考えられ、注目すべき地域となって

いる。

引用・主要参考文献

　鳥取市『新修鳥取市史第1巻古代・中世篇』1983年

　鳥取市教育委員会・鳥取市遺跡調査団『岩吉遣跡鵬1991年

　鳥取市遺跡調査団『釣山古墳群発掘調査概報口』1992年

　側）鳥取市教育福祉振興会『古海古墳群・菖蒲遺跡』1993年

　㈲鳥取市教育福祉振興会『山ケ鼻遣跡H』1996年

　㈱鳥取市教育福祉振興会『桂見遺跡群』1998年

一第1図　遺跡名称一

1．大熊段古墳群

2．三浦古墳群

3．桂見墳墓群

4．布勢鶴指奥墳墓群

5．里仁古墳群

6．梢聞古墳群

7．徳尾古墳群

8．古海古墳群

9．本高古墳群

10．宮谷古墳群

11．小森山古墳群

12．釣山古墳群

13、服部墳墓群

14．下味野古墳群

15．篠田古墳群

16．横枕古墳群

17．玉津古墳群

18．長谷古墳群

19．八坂古墳群

20．橋本古墳群

21．美和古墳群

22．古郡家古墳群

23．園原古墳群

24．越路古墳群

25．　空山古墳群

26．六部山古墳群

27．船木古墳群

28．大路山古墳群

29．面影山古墳群

30．　雁金山古墳群

3L円護寺古墳群
32。開地谷古墳群

33．湯山古墳群

A．秋里遺跡

B．岩吉遺跡

C．湖山第2遺跡
D．天神山遺跡

E．西桂見遺跡

F．桂見遺跡

G．東桂見遺跡

H．布勢第1遺跡
1．　布勢L第2元宣跡

」．里仁遺跡

K．大槽遣跡
L．4、森山遺跡

M．北村恵儀谷遺跡

N．古海遺跡

O．山ヶ鼻遺跡

P．菖蒲遺跡

Q．本高円ノ前遺跡

R．服部遺跡

S．古市遣跡

丁、宮長竹ケ鼻遣跡

u．橋本遺跡

V．越路銅鐸出土地

W．七谷須恵器窯跡群

X、久末・古郡家・大路川遺跡

Y．西大路土居遺跡

Z．追後遺跡

a．西桂見墳丘墓

b．檎間1号墳
c．古海35号墳

d．服部23号墳

e．下味野23号墳

f．横枕55号墳

9．横枕13号墳

h．古郡家1号墳
i．六部山3号墳

一凡例一

（i）集落遺跡・遺物散布地

○墳墓群・古墳群

“　　　主要古墳
“

∠4　横穴

凸　城跡
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第3章　調査の結果

第1節　横枕古墳群の立地と構成（第2図）

　横枕古墳群は、鳥取市横枕および竹生、上味野地内の一部に所在し、横枕集落の西側に位置する八町

山（標高294m）から東側へ延びる丘陵と、横枕集落の東側前面に形成された独立丘陵の標高25～150m程

度の丘陵上およびその裾部に展開している。平成10年度までの横枕古墳群は40基あまりが知られていた

が、その後に進められた浄水施設整備事業や姫路鳥取線道路整備事業などの大型開発事業に伴う調査で

基数を増し、今回の調査で新たに確認された3基の古墳を含め、現在までに計94基の古墳が確認されて

いる。周辺丘陵上には、倭文、玉津、篠田、下味野等の古墳群が展開しており、下味野23号墳（全長

73．5m）、横枕13号墳（全長70m）などの前方後円墳の存在とともに鳥取平野の中でも多くの古墳が築か

れている地域となっている。

　横枕古墳群の調査は、平成11～13年に浄水施設整備事業に伴い横枕41～44号墳、52～58号墳、平成

12、13、15年度には姫路鳥取線道路整備事業に伴い横枕10、11、22～26号墳、36、41、59～64号墳、67

～91号墳が発掘されている。平成11～13年度に行った調査は、標高95～138mの尾根上に築かれた古墳

が対象となった。調査の結果、標高138mの丘陵高位から横穴式石室を内部主体とする44号墳、古墳群

中3例目となる小型前方後円墳の55号墳の他、直径14．8mの円墳で木棺直葬の埋葬施設を持つ43号墳等

が検出され、古墳時代後期に築造された古墳で一群を構成していることが明らかとなった。また、平成

12、13年度の調査は、横枕集落前面に位置する標高25～34mあまりの独立低丘陵に所在する39基の古墳

を対象に行われ、古墳時代前期、中期、後期の古墳が隣接して築かれていることが確認された。これら

の調査から、横枕集落背後の丘陵上には後期古墳が築造され、独立丘陵上には古墳時代前期から継続的

に古墳が築造された状況が明らかになってきている。古墳築造の素地となる集落遺跡の存在ははっきり

確認されていないが、前期～後期古墳が築かれている状況からみて安定した生活基盤を有していた地域

であったことが予想される。

第2節　横枕40号墳の調査

1．横枕40号墳（第3～7図、図版2、3、15）

〔位置と現状〕

　横枕40号墳は、標高82．75～85mの尾根上に立地する。同一尾根上の高位には10基あまりの古墳が連

続的に築造されており、40号墳はこれらの古墳の中で最下位の尾根先端部に位置している。古墳からの

眺望は開け、千代川流域の平野部を望むことができる。調査前の古墳は、尾根の上位側にははっきりし

た周溝の痕跡が認められ、2m以上の高まりが観察されることから、良好な遺存状態の古墳であること

が予想された。

〔墳丘〕

　厚さ5～15cmの表土下で墳丘面を検出した。墳形は円墳で、全体に良好な状態で遺存している。墳頂

部の標高は84．8m前後を測る。墳丘規模は、北東裾から南西裾まで径13．9m、北西裾から南東裾で12．　l

m、墳丘の高さは北東裾から2．4m、南西周溝底から0．85mである。

　墳丘の築造は、尾根の高位側を巡る周溝の掘削と盛土によって行われている。周溝の掘削は大きく行

われ、幅4mあまりにわたって馬蹄形に地山を削りだしている。盛土は、墳頂部北東側で1．05m、南西

側で10cmあまりが確認され、北東側では旧表土とみられる黒褐色粘質土（21層）の上に行われている。第

5図の6、15～20層が墳丘築造時の盛土とみられ、尾根上の緩傾斜地を利用し、大量の盛土を行って墳

丘を築いていることがうかがわれる。
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2．にぶい賓総色シルト　10YR5／4
3．にぶい黄縄色シルト　10YR5／4（赤褐｛≧土、赤灰

　　色土ブロックを含）

4．にぶい鵜色シルト　τ5YR5／4
5．にぶい．黄懲色シルト　10YR5／4（灰色土、灰白色

　　土ブロックを含）

6．にぶい褐色粘貿土75YR5／4〈黄掲色シルトブロッ
　　クを含）

7．灰黄掲色シルト　10YR5／2
8．にぶい黄罷｝色シルト　10YR5／4（灰色土、赤褐色
　　土粒を僅かに含）

9．にぶい褐色シルト　75YR5／4（赤褐色ミヒ、灰色土、

　　灰白色土粒を僅かに含）

10．にぶい褐色シルト　7．5YR5／4（赤褐色土、灰色
　　土粒を僅かに含）
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主体部

20

21

根

グ8

根
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％”
　　にぶい褐色シルト　7，5YR5／4（赤褐色土、灰魚

　　土粒を含　10より明）
　　｛こぶし、黄掲色粘質土　　10YR5／3と灰黄褐色粘質土

　　10YR5／2の混合層
　　にぶい播色粘質土　75YR5／4（黄灰色シ」レトプロッ

　　クを含）

14，にぶい黄色シルト　25Y6／3
1§．にぶい赤褐色シルト　5YR5／4（灰色ニヒ、黄灰色

　　土ブロックを含）

第5図

％勇

根
　　　　主体部

にぶい黄掲色シルト
白色土プロツクを含）

にぶい黄掲色シルト

10YR5／4（明赤褐色土、灰

10YR5／4（黄灰色土プロツ
ク、灰色、灰白色土粒を含）

18．にぶい黄色粘質土　2．5Y6／3と黄褐魚粘質土
　　10YR5／3の混合層
　　にぶい褐色粘質土　7．5YR5／4（黄灰色土プロツ
　　クを含）

　　にぶい黄色粘質土　 2．5Y6／3と黄褐色粘質土
　　25Y5／3の混合層
　　黒褐色粘質土　　10YR3／2　（1日表土）

横枕40号墳墳丘断面図（S＝1：100）
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にぶい黄色粘質土　2．5Y5／3

にぶい黄色粘質土　25Y5／3（灰色土ブロックを含）

灰黄褐色枯質土　　10YR4／2

にぶい黄褐色粘質土　　10YR5／3

にぶい黄掲色粘質土　10YR5／3（灰黄褐色土ブロックを含）
にぶい黄楕色粘質土　10YR6／3と灰黄掲色粘質土10YR4／2の混合層



〔埋葬施設〕

　墳頂部のほぼ中央から墓墳1基を検出した。主軸はN寸8㌧Wにとり、尾根の稜線に概ね直行してい

る。平面形は不整形な隅丸長方形で、南東側で幅を増している。規模は、長さ3．26m、南東側の幅1．14

m、北西側の幅0．6m、深さ62cmを測る。墓墳底面は長さ2．39m、幅0．36～0．48mで平坦に整えられてい

るが、平面形はやや湾曲気味となり不整形である。墓墳埋土の断面観察では木棺の痕跡が認められず、

また、底面の不整形な平面形等から推察して直葬と考えられる。埋葬施設内からは遺物は検出されな

かった。

〔出土遺物〕

　墳頂部の墳丘面と墓墳埋土上層から須恵器蓋杯の杯身（第7図1）、北東側墳丘裾部の表土下から鉄鉾

（2）が出土した。杯身は、立ち上がりが内傾し、端部は僅かに段をもつ。鉄鉾は先端部をわずかに欠

き、残存長18．82cm、身部長6．20cm、袋部長12．62cmを測る。袋部内部に木質痕が残る。

H＝84．90m

§

§

；：liζ1緩㌫，7㌃脇膿ζク㍑姦註

i：｛：ξll藷離瀦担；‡‖鶉｛震鶴鴎認

1：1：‡隠籠艦｛；鵠］〈馳シル眺馳シル随諭

；：i：‡1謡縫㌔悲認彊ξ寵惚㌶認。ト粒を含）

品：漂籠嵩質ζY瓢辮シルトプ゜畝舶色繊を働こ含）

i；㍑籠鑛圭蕊離鷹《是認昌㌘題しル、粒，僅かに含、

13，↓こぶい黄褐色粘質土　　10YR5／3（］～8田大灰色シルト粒を僅かに含）

1
慧：雛籠鑑；：i隅；

16．｝男褐色粘質土　τ5YR5／6（にぶい褐色粘質土、灰色シルト粒を僅

　かになハ

｝；：雲罐霊Y黙漂認匡；鴛麟芦）
］9．にぶい赤褐色粘貿土　5YR5／41灰白色シルト紋を僅かに含）

　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

第6図　横枕40号墳主体部実測図（S＝1：30）
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第7図　横枕40号墳出土遺物実測図
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第3節横枕38、39、92、93、94号墳の調査

　横枕38、39、92、93、94号墳は40号墳が立地する尾根上から南東斜面を下った、標高29～35mの丘陵

裾部に近接して築かれている。前面には狭い平野部が形成されており、この平野部を挟んだ南東側約

250mの独立低丘陵（標高25～34m）上には39基を数える古墳が所在している。

　調査地の前面および周辺は、水田や畑地として耕作が行われており、調査対象地も果樹園や畑地造成

によりかなり改変された現況となっている。

1　横枕38号墳（第8～15図、図版1、4～7、15、16）

〔位置と現状〕

　横枕38号墳は調査地の西よりに位置し、主稜線から下った丘陵裾部の標高30．5～35．5mの緩斜面に立

地する。北東側には39号墳が位置し、南西側に92、93号墳が隣接して造られている。調査前の古墳は、

斜面の高位を巡る弧状の周溝痕跡がわずかに認められ、墳頂部には径8～9mあまりの平坦面が見られ

た。南側裾部からみて4．5m以上のはっきりした半球状の高まりが観察され、周辺古墳の中では大型の

円墳になることが明らかであった。

〔墳丘〕

　厚さ5～15cmの表土および15cm前後の耕作撹乱土を除去した段階で墳丘面を確認した。墳丘の遺存状

態は全体的に良好であるが、墳頂部の西側と周溝西側に果樹耕作に伴うものとみられる複数の肥料穴

（SK）や溝i（SD）によって撹乱を受けている。墳頂部の標高は34．25m前後を測る。墳丘規模は、南北径

18．5m、東西径16．5m、墳丘の高さは南墳丘裾部から4．6m、東墳丘裾部から2．9m、西周溝底から1．95

m、北周溝底から0．7mを測る。

　墳丘の築造は、斜面の高位側を巡る周溝の掘削と盛土によって行われている。周溝は墳丘のほぼ1／

2を巡り、地山を大きく掘削して造っている。周溝の幅は北側で最大4，5m、深さ1．5m前後である。盛

土は、基本的に旧表土（37層）の上から行われており、墳頂部南側で厚さ最大1．5mを測る。第10図の29

～36層が墳丘築造時の盛土とみられ、段階的に積み上げている様子がうかがわれる。旧表土の残存状況

からみて、丘陵裾部の緩傾斜地を利用し、大量の盛土を行って墳丘を築いていることがわかる。
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〔埋葬施設〕

　墳頂部から墓籏1基（第1主体部）、南側墳丘裾部から箱式石棺1基（第2主体部）を検出した。

瓢舐（第11図、図版5、6）

　墳頂部のほぼ中央で検出したが、墓墳中央部、東壁、北側の一部が耕作に伴う肥料穴によって撹乱を

受け原状を失っている。平面形は‘隅丸長方形で、主軸をN－47°－Eにとる。規模は、長さ4．61n、幅1．51

m、深さ45cm前後を測る。墓墳底面は概ね平坦に整えられており、長さ3．88m、幅0．9～1．Omである。

墓墳埋土の断面観察から墓墳内に木棺が埋納されていたものとみられ、第11図の2、3、5、21～24、

27～30、32～35、43、44層が木棺の裏込土と考えられる。断面から推定して、長さ2．4m、幅50cm前後

の木棺が納められていたものと推測される。被葬者の頭位は、鉄刀や玉類の出土状況から南西側に位置

すると考えられる。

　遺物は、須恵器蓋杯（1～4）、長頸壼（5）、管玉（6～13）、小玉（14～18）、鉄刀（19、20）、刀子（21、

22）、鉄鎌（23～52）が出土した。蓋杯と長頸壼はほぼ完形品で、墓墳北側の壁面に沿う状態でまとまっ

ている。杯蓋（1）と杯身（3）、杯蓋（2）と杯身（4）がセットされた状況で出土しており、棺を納めたの

ち棺外に副葬されたものと考えられる。杯蓋（1）、（2）は日縁部が真下に下り、端部に段をもつ。杯身

（3）、（4）の立ち上がりは内傾し、端部はわずかに段をもつ。いずれも古い要素が残る蓋杯である。長

頸壼（5）には頸部に櫛描き波状文が2段に施されている。

　管玉、小玉、鉄刀、刀子、鉄鎌は棺内に副葬された遺物と考えられる。鉄刀は床面中央からやや南西

よりに位置し、切先を同一方向に向け25cm前後の間隔で並列している。（19）は刀身部の一部を欠くが、

これは撹乱穴の影響によって失われたものとみられる。刀子（22）は鉄刀（20）の切先に接し、（21）は鉄鎌

とともに検出された。玉類は鉄刀の茎側でまとまりを見せるが、管玉の（6、卜7）は鉄鎌とともに出土し

た。鉄嫉は鉄刀の切先から50～90c▲1］離れた位置にある。一部に散乱する状況もうかがわれるものの、切

先を同一方向に向け、重なり合う状態で出土した。束状にまとめられて副葬された可能性も考えられ

る。管玉（6～13）は長さ22、1～30、94㎜、径10．95～12．39㎜を測る。いずれも碧玉製で、片面穿孔であ

る。小玉（14～18）は長さ4．54～6．04㎜、径7．71～8．55㎜を測る。濃青色および青色を呈し、いずれもガ

ラス製である。鉄刀（19）は刃部の一部を欠くが、出土状態から（20）と同程度の全長を持つものと推定さ

れる。茎部に木質痕が残る。（20）は全長83．82cm、刃部70．82cm、茎部13．Ocmを測る。全体に木質痕が見

られ、茎部には巻き締め痕が残る。鉄錐は30本あまり出土した。誘化が著しく、癒着しているため形態

が不明瞭なものが多いが、鎌身関部に片小爪片逆刺の形態をもつものとみられる（30）、（32）、（39）等も

含まれている。

竃頴鏑（第12図、図版7）

　南側の墳丘裾部に位置し、南西側1．7mには93号墳の石室が、北西側8．5mには92号墳の石室羨道部が

開ロしている。埋葬形態は箱式石棺で、表土および畑耕作土を20cmあまり除去した段階で検出した。蓋

石は中央部と北西小口の上面に1石が残存するものの、他は欠失しており、棺内は土砂で埋没してい

た。

　石棺は、地山を掘り込んだ長さ2．1m、幅65～75cmの墓墳の中央に設置されている。石棺の主軸はN－

45°－Wにとり、規模は内法で長さ1．67m、幅32cm、深さ20～30cmを測る。棺床には敷石等の施設はな

く、厚さ8～13cmあまりの褐色粘質土を置き床面を整えている。両小ロの幅は北西側がわずかに広く、

北西小日側が被葬者の頭位になるものと思われる。石棺の組み合わせは、厚さ3cm前後の板石を用い、

側板3石をそれぞれ繋ぎ合わせ、両小口板を挟み込む構造である。棺内から遺物は出土しなかった。
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2，灰褐色枯質シルト　7．5YR4／4（植樹痕）

3，1倍褐色粘質シルト　2．5YR5／4（植樹痕）

4．褐色枯質シルト　75YR4／3
5，褐色粘質シルト　7．5YR4／3（4梢よりしまる）
6．灰褐色粘質シルト　7，5YR4／2（7cm前後の礫を含）
7．灰褐色打i質シルト　7，5YR4／2

8．明褐色粘質シルト　7，5YR5／6

9．褐色枯質シルト　7．5YR4／3（5醐以下の砂礫を倣かに今）
10．褐色粘質シルト　7，5YR4／3（褐灰色土を筋状に含）

H．褐色粘質シルト　7，5YR4／3
」2．灰褐色程i質シルト　7㌧5YR4／2

田．褐色粘難シルト　75YR4／3（5㎜以下の砂礫を擶かに含）
M．にぶい掲色糖質シルト　75YR5／3
｝5．暗褐色粘質二ま：】OYR3／3（忠褐色十を含）

16．1磨褐色粘質シルト　10YI～2／3（焼1粒、炭化物を僅かに含）

17．褐色粘貿シルト　7」5YR4／3

18，褐色粘質シルト　10YR4／4
19，褐色もli質シルト　10YI～4／6

20、黒褐色粘質シルト　75YR3／2（灰日色、にぶい赤掲色土ブロックを含）

32 2．

33

21．明栂色粘質シルト　7L5YR5／6

22．にぶい褐色粘貿シルト　7，5YR5／4（灰日色、黄灰色kブロックを倣かに含）
23，掲色‡占質シルト　10YR4／4

24．栂色粘質シルト　75YI《4／3（6c研大の離を含）

25．褐色雑質シルト　7．5YR4／3（明褐色Lブロックを含》

26、灰褐色粘質シルト　7，5YR4／2

27．灰褐色粘Kシルト　7．5YR5／4（にぶい掲色土ブロックを含）
28．撹乱穴
29．灰褐色粘恨シル1・　75YR4／2（盛：1：）

30．にぶい赤褐色粘質シルト　5YR4／3（磁：▲二）

34

35

2

36
23

1

28
2

‘5

1｛＝32．00m

傷2笏　　　　　　　　夢o

z・z・劾・〃

3L灰褐色シルト　7，5YR4／2（灰11色、灰色、｝こぶい亦褐色：1ニプロックを｛漿力、に含）

32．にぶい黄褐色シルト　10YR4／3
33．にぶい黄褐色泉li貿シルト　1｛｝YR4／3

34．褐色粘貿シルト　7！5YR5／3

35．暗灰黄色枯貿シルト　2．5Y5／2

10cm大の礫、適褐色ヒプロックをA）

36，褐色材質シルト　75YM／6（灰ll色、にぶい黄褐色土ブロックを含）
37，爪褐色粘質シルト　10YR3／2（in表1二）

38．栂色翻’質シルト　75YR5／3

39，暗灰黄色粘質シルト　2．5Y5／2（灰日色1粒、にぶい黄掲色Lブロックを含）

29

30

42．〕人掲色シルト　5YR4／2

43．灰褐色粁質シルト　5YE《4／2（灰色、にぶい▲刈色土ブロックを含1
44．にぶい亦褐色シルト　5YR4／3

45．灰褐色シルト　5YIM／2
柘，灰褐色粘質シルト　75YR4／2
47，にぶい．黄褐色犯i蟹シルト　正OYR5／4

48，↓こぶい黄掲色粘質シルト　10YR5／4

49．掲色粘質シルト　7方YI～4／3（5厩肋以．下の砂礫を穐かに含）

50．褐色シルト　τ5YR4／3（掲灰色Lを筋状に含）
51、灰黄褐色料質シル・ト　7．5YR4／2

52，にぶい褐色粘貿シルト　75YR5／3（烈掲仏上を含）
53、灰蛍褐色抑i貿シルト　τ5YR4／2

0

39

Z㌘6

II＝32．00m

5m

z

40，耕作撹乱〃く

41，にぶい赤褐色シルi・5YIM／3

第10図　横枕38号墳墳丘断面図（S＝1：100）
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褐色粘質：i：　75YI＜4／3

長き色‡占質」：　7．5YR］「3

褐色粘資1二7」5YRI6（3cm前後の軟岩を多く含｝
鰭褐色粘鳶．｝：75YR3／3｛撹乱穴）

燭色粘質土　75YR5刈（撹乱穴）
褐色搬質土　75YRダ4〔2層よ1）明）
褐色稔質土　7．5YR4〆3　（軟岩粒を僅かに含）

講色郭i質土　7．5YR4／3ゆ層よ1）暗）

にぶい赤掲色粘質．1：5YI～5／4（5cロ以下の軟岩を含）

にぶい褐色粘質土　循YR5、〆4（3c白前後の軟岩を含〉

にぶい黄褐色枯質土　三〇YR㍗4（3c口●着後の軟岩を含）

にぶい褐色粘質土　τ5YR5ス｛lc口郁後の軟岩を含〉
にぶい燈色粘質土　　7．5YR6／4

にぶい赤掲色粘質土　5YR5・ヨ

にぶい褐色粘貿土　7．5YR5瀦（Ic剛資後の軟∫を含｝
｝こぶい赤褐色粘質メ：　5YR5／3　（17層より暗）

褐色紡質土　7．5YR4ぽ（5四前後の砂礫を含）
明掲色枯質二1二7，5YR5泊（1cm大の礫を含）

0　　　　　20cm

2茎．

22．

23、

24参

25．

26．
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28、

29．

30．
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32．

33、

34、

35．

36．

37．
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蓉
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1．

2、

3．

・茎．
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9．

］0．

］1．

］2、

ミ3、

▲4、

i5、

16，

17、

18．

19、

20，

1男褐色枯質土　7，5YR5・6（20溺よ｝｝暗　黒色を帯びる）

明畿色枯質土　7，5YR　8（20、2］層より1獅

絹色粘貿土　75YR4但｛lcm大の礫を含む）
1男掲色枯質土　7．5YR56（5霧i奪後の砂礫を僅かに含｝

にぶい掲色粘質ヒ　7．ハR5・4

にぶい褐色許ミ」二75YR5倭（25援より1弗
にぶい褐色粘質．ヒ　τ5YR5・4
椅色㍉≒質二と　　7．5YR4／6

にぶい褐色粘質土　冗5YR5／茎

にぶい黄褐色粘質・ヒ　10YR5／4
黒掲色祥雪｝こ　§YR2／l

lこぶい羅狂色粘質．量：　75YR5ゴ茎

にぶい黄褐色粘質土　10YR　4
明赤褐色枯買土　5YR㍉｛（2～3⑯大の地山礫を多ヌiξに含）
黄裂d色季占資：1二　2．5Y5

にぶい黄褐色粘質．ヒ　10YR－／4

にぶい黄縄色粘質土　10YR審．’3

｛こぶい黄掲色粘賃：上　10YR5’4（赤褐色土ブロックを含｝

にぶい槙色枯質土　5YR6作
黄掲色枯貿土　　］OYR5／6

にぶい赤褐色砂質土　5YIく㍗4

にぶい黄色粘質．輻　25Y53
明赤掲色粘質土　5YR5／6｛2～3cロノこの地由礫を多舷に含｝

黄褐色粘責上　25Y5／4

0　　　　　　　　　　　　　　　　1m

第W図　横枕38号墳第1主体部実測図（S＝1：30）
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1．褐色粘質土　　10YR4借

2、暗掲色枯質土　10YR3／3
3．　にぶい黄褐色粘質土　　］OYR4／3
4．　馨姦蓑5色孝占質土　　10YR3／4　（1男司ミ褐色土を含）

5．賠褐色粘貿土　10YR3／4
6、　｝こぶい黄椅色粘質土　　三〇YR5／4

7，蓑｝色枯質こヒ　10YR4／6〈砂粒を含）

8．にぶい黄褐色粘質土　10Y取〆3（砂粒を含）
9．褐色粘質土　　三〇YR4〆6

10．餐5《ら粘質土　　10YR4／4

11．黄褐色粘質土　］OYR5／6｛しまる）

12．褐色粘貿土　10YR4／4
13．褐色粘質土　10YR4／6（しまる）

14、褐色粘質土　10YR4循（しまる）
15．黄褐色枯質土　10YR5／6（しまる）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

第12図　横枕38号墳第2主体部実測図（S＝1　30）
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第13図　横枕38号墳出土遣物実測図（1）
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2　横枕39号墳（第8、9、16～20図、図版7、8、9、17）

〔位置と現状〕

　横枕38号墳の北東約7．5mに位置し、丘陵裾部の標高30．75～34mあまりの緩斜面に立地する。調査前

の観察では撹乱穴や肖坪痕が随所に見られたが、斜面の高位側に弧状に巡る周溝痕跡がわずかに残り、

墳頂部にはわずかながら平坦面が認められた。また、南東から見て2m以上の高まりが認められ円墳で

あることが明らかであった。

〔墳丘〕

　厚さ6～18cm程度の表土を除去した段階で墳丘面を確認した。墳丘の東側と南東裾部は撹乱穴の影響

を受けているが、全体的にみて墳丘の遺存状態は概ね良好である。墳頂部は4～5mの平坦面をもち、

標高33．2m前後を測る。墳丘規模は、北西裾～南東裾で9．5m、北東裾～南西裾で8．9mを測り、真円に

近い円墳である。墳丘の高さは南東裾部2．3m、南西周溝底から1．35m、北西周溝底から0．6m、北東周

溝底から1．3mを測る。

　墳丘の築造は、周溝の掘削と盛土によって行われている。周溝は墳丘のほぼ2／3を巡り、地山を

しっかり掘り込んで造っている。周溝の幅は1．5～2．4m、深さ0．8～1．1mを測り、斜面上位側が大きく

掘削されている。盛土は、墳頂部南東から東側墳丘斜面に多量に行われており、旧表土（13層）上に厚さ

LO5mあまりにわたって行われている。第17図の9～12層が墳丘築造時の盛土と思われる。墳頂部中央

部には旧表土が認められないことから、整地後に盛土を行って墳丘を築いているものと考えられる。

〔埋葬施設〕

　墳頂部中央からやや西よりで墓墳1基を検出した。盛土上から地山をわずかに掘り込んで造ってい

る。主軸はN－63°－Wにとり、丘陵斜面にほぼ直行する。平面形は隅丸長方形で、長さ2．451n、幅0．86

～0．96m、深さ53cm前後を測る。墓墳底面は、南東小【コ側にやや傾斜するが全体に平坦に整えられてお

H＝3340m
；蕊1：黄籠獅｛；㍑1、逼、騰。帝び。、

1：菖紗昌；綴（4蛎’岨帯びる）

i：雛：㍑綴lll㈲より目治や卿

；：識；1ぶ3混橿馴2）馳を帯びる）

誌：｛：㌶題；㍑｛灘；（跳り晴）

｝；：麟鶴㍑㌦瓢ノiしま。、

三3．褐色シルト　10YR4／6

1

＼

離葉1こ魏劉1ぶ鵠ll、唯帯。。、

｛；：慧繊膓㌣1。Y，，，3

1；：邑鴛誌色漂㌔。R，。

2］．にぶい黄褐色シルト　mYR5／3

’、

㌣

§

富

　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

　　　　　　　　　　　　　　　　　一
第16図　横枕39号墳主体部実測図（S＝董：30）
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〔出土遣物〕

　墳頂部から須恵器口縁部（第19図1）、西側墳丘斜面の裾部から甕（第20図2）と、周溝埋土中から刀子

（第20図3）が出土した。（2）は墳丘斜面の裾部に位置し、幅50cm、長さ1．4m前後の範囲にまとまった

状態で検出された。いずれも破片状態で総数69点を数える。出土状況からは意図的に置かれた状況がう

かがわれる。（1）は口縁部1／13残存し推定口径35．6cmを測る。1コ縁部は大きく外反し、端部で肥厚す

る。外面に波状文を施している。（2）はロ縁部1／2、体部3／4が残存する。口縁部は短く外傾し、端

部外面は面状に肥厚する。日径16．95cm、器高32．2cmである。刀子（3）は切先部を欠き、残存長8．9cmを

測る。茎部巻き締め痕が残る。

ξ

㌣

「

」

　　爵・急・吻

第18図　横枕39号墳周溝内遺物実測図（S＝1：30）

0　　　　　　　　　　　　　　　　10c田

第19図　横枕39号墳出土邊物実測図（1）
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　　　事、．

驚瀬ぼ ’∨瘍c・二：

　　w尾⊃

2

0　　　　　　　　　　　　　　　10c田

0　　　　　　　　　4cm

第20図　横枕39号墳出土遣物実測図（2）

〔墳丘外埋葬施設〕

　39号墳の南東側から第1石棺、南西側から第2石棺を検出した。

雛工翼積（第21図、図版10）

　39号墳下位の緩斜面に立地している。39号墳の裾部から南東2．lmに位置し、15cm前後の表土下で検

出した。蓋石と側板の一部はすでに失っており、棺内には土砂が流入していた。

　石棺は、地山を掘り込んだ長さ1．lm、幅50～64cmの墓墳の東壁よりに設置されている。主軸をN－

63°－Wにとり、斜面に沿って組まれている。規模は内法で長さ88cm、幅24～29cm、深さ20cm前後を測

り、非常に小形の石棺といえる。棺床は大型の板石を2枚敷き、隙間を小板石でうめて整えているが、

全体に南東小口側にかなり傾斜している。両小口の幅は斜面上位に当たる北西側がわずかに広く、西小

口側が被葬者の頭位になるものと思われる。石棺の構造は、．厚さ3cm前後の板石を用い、側板2石をそ
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れそれ繋ぎ合わせ、両小口板を挟み込む形態で、側板の繋ぎ目部分は外側から板石を配して覆ってい

る。周溝等の外部施設は認められず、検出位置から39号墳に帰属する埋葬施設の可能性が考えられる。

遺物は、埋土中から土師器の細片が1点検出された。

II＝30」Orn

H＝30．10m

＼

亡

「

。．」

萎

豆

oり

ξ

‖

＼ 「

」

．褐色粘貿シルト　10YR4／4〈黒色を帯びる）
．黄褐色粘質土　10YR5／6
．にぶい黄褐色枯質土　10YR4／3
．にぶい黄幾色枯質土　10YR5／4

．にぶい黄褐色枯質土　10YR5作
．黄褐色粘質シルト　10YR5／6

．にぶい黄掲色粘質土　10YR5縄

臓OrOε＝H

0　　　　　　　　　　　　　　　　1m

第21図　第1石棺実測図（S＝1：30）
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難i雛（第22、23図、図版10、17）

　表土下20～25cmで検出した。38号墳と39号墳間の緩斜面に立地し、39号墳の周溝外に位置している。

南西側1．1mには38号墳の周溝が巡る。蓋石、小1コ石と側石の一部はすでに失っており、棺内には土砂

が流入していた。

　石棺は、地山を掘り込んだ墓墳のほぼ中央に設置されている。墓墳の南側は削平を受け完存しない

が、検出規模で、長さ2．1m、幅1．7mである。棺の主軸はN－53°－Wで、斜面に沿って組まれている。南

東側小口石と両側石の一部がすでに抜き取りされているが、小口石を据えた痕跡から、石棺の長さは

§

§

1．褐色粘質シルト　1〔｝YR4／4

2．掲色粘質シルト　10YR4／4（1層より明　しまる）
3．｛こぶい黄褐色粘質シ」レト　10YR4／4

4．にぶい黄濁色粘質シルト　10YR4／3（累色を帯びる）
5．にぶい黄謁色粘質シルト　10YR5／4

6．にぶい賞褐色シルト　10YR4／3
7．褐色粘貿シルト　10YR4／6
8．褐色粘質シルト　10YR4／6（5層より明　しまる）
g．褐色粘質シルト　10YR4／4（しまる）
10．褐色粘質シルト　10YR4／6
11．褐f色粘貿シルト　10YR4／4

12．培掲色シルト　10YR3／4（黄褐色土ブロックを念）

§

H＝32、80m

ブ

ブ

H＝33．GOm

」

moo’εε＝H

0　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

第22図　第2石棺実測図（S＝1：30）
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1．45m前後と推定される。残存部での幅54cm、深さ50cmあまりを測る。棺床は地山を整形して平坦に整

えている。石棺の構造は、長さ55～125cm、幅38～58cm、厚さ32～35cmの角石を使用し、側石で小口石

を挟み込む形態と、墓墳壁と石棺材の隙間には石材を置き棺の固定を図っている。

　遺物は、北西小口側床面から須恵器蓋（第23図1）と石棺埋土から刀子（2）が出土した。（1）は平らな

天井部から湾曲して下り、口縁部に段をもつ。口縁端部は丸く納める。推定日径11．5cm、器高4．3cmを

測る。（2）は切先と茎部を欠き、残存長4．8cmである。

　周溝等の外部施設は認められず、検出位置や出土遺物の時期から39号墳に帰属する埋葬施設と考えら

れる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、1　　×

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　▽　》2

　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　10c組

　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　4c田
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　第23図　第2石棺出土遣物実測図

3　横枕92号墳（第8、9、24～26図、図版11、17）

〔位置と現状〕

　38号墳の墳丘裾部から南西2mに位置し、緩斜面の標高29．7～33．8mに立地する。古墳の西側約2／3

が調査区外となるため、今回は古墳東側のみの調査となった。古墳の現況は、畑地造成に伴う段状の改

変が進んでおり原状がかなり失われている。調査前の観察でも古墳の存在を予想することができず、38

号墳の墳丘検出時に並列する大型の石材が検出され、横穴式石室をもつ古墳の所在が明らかになった。

〔墳丘〕

　表土下10～30cmで墳丘面を検出した。墳丘部の最高所は標高33．3mを測る。墳丘は、地山整形と盛土

を行って築造したものと思われるが、石材の抜き取りによる撹乱や流失によってかなり失われている。

盛土は墳丘北側で確認された。第25図の13～16層が地U」整形後に置かれた盛土の一部とみられるが、石

室の遺存状況から推察して、多量の盛土が行われていたものと考えられる。周溝は墳丘の北側で検出さ

れ、地山を掘削して斜面上位側を弧状に区画している。周溝幅1、2～1．5m、深さ40cm前後を測る。墳形

は南北径12m前後を測る円墳で、高さは南裾部から3．　Ilnである。

〔埋葬施設〕

　羨道部が検出されたことから横穴式石室を持つ古墳と考えられる。西側が調査区外となり石室の全容

は把握できないが、墳丘残存状況から調査区外に玄室が内包されるものと思われる。主軸はN－80㌧W

で、東側に開口する。羨道の天井部はすべて失われ、側壁の下部が残存するが、左側壁の腰石について

はすでに抜き取りされておりその痕跡のみが残っている。羨道部の規模は検出長で2．3m、幅1．151nを

測る。石室の構築は、地山を大きくカットした掘り方の基底部に腰石を設置し、根石で固定したのち、

裏込土（第26図の9～15層や第25図の19～25層、40、41層）を段階的に積み上げて石室を築いているもの

と考えられる。床面は地山を削って整えており、入口側に若干傾斜している。閉塞施設は検出されな

かった。

〔出土遣物〕

　墳頂部表土から須恵器蓋（第24図1）、羨道部撹乱土から須恵器杯底部（2）、羨道部表土から須恵器の

甕口縁部（3）が出土した。いずれも原位置を失っている遣物とみられる。（1）は完存し、口径11．Ocmを

測る。天井部につまみを持ち、かえりは短い。（2）は1／4残存する。高台をもち、底部に糸切り痕が

残る。（3）は1／6残存する。口縁部は大きく外反し、端部に面を持つ。外面に櫛描き波状文を施す。
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第26図　横枕92号墳石室実測図（S＝1：30）
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4　横枕93号墳（第8、9、25、27～31図、図版12、13、17、18）

〔位置と現状〕

　38号墳の南西側に隣i接し、丘陵裾部に形成された緩斜面の標高29～30．3mに立地する。北西側の上位

には92号墳の羨道部が開口している。調査前の現況は、畑耕作による削平の痕や、高さ1．3m程度にわ

たって壇上に掘削し畑に改変された状況が見られ原地形がかなり失われていた。現状からは周溝の痕跡

や墳丘の高まりはまったく認められず、古墳の存在を予想することができなかったが、38号墳の墳裾部

検出時に玄室を構成するものと思われる大型石材が検出されたことから横穴式石室をもつ古墳の所在が

明らかになった。

；：難灘。1°1㍑／；、；5cm以下噸含）

；：朧灘粘＝YR5／4
；：纒罐鑑1：器；幽産プ゜ックを含）

；鶏纏責土1°跳獄讐野る）

鳥：灘縫㌔罐；／2㈱色土プ゜ックを含）

11．暗褐色粘質土　1GYR3／4（耕作撹乱土）

ξ

㌣

～

H＝29．90m

1

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　11n

第27図　横枕93号墳石室実測図（S＝1：30）
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〔墳丘〕

　表土および耕作土下30～50cmで墳丘面を検出した。墳丘部の最高所は標高30．2m前後を測る。墳丘の

築造は地山整形と盛土によって行われており、墳丘の西側で盛土と周溝を検出した。盛土（第25図6層）

は厚さ10～30cm程度が残存するが、本来の盛土は石室の遺存状況から推定してさらにlm以上あったも

のと推定される。周溝は丘陵の上位側を区画し、幅0．7～1．5m、深さ40cm前後にわたって地山を掘削し

てつくられている。周溝の残存部から推定して径8mあまりの円墳とみられ、墳丘遺存高は南西墳丘裾

部から85cmを測る。
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第28図　横枕93号墳石室内遺物実i測図（S＝1：30）
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〔埋葬施設〕

　玄室の残存状況から南に開口する横穴式石室と考えられる。主軸はN－16°－Wである。天井部と羨道

部のすべてを欠き、玄室の奥壁、両側壁の一部のみが残存している。左側壁羨道側の腰石がすでに失わ

れているが、根石の状況からみて奥壁、両側壁のいずれも2石の腰石を配置して玄室を構築したものと

考えられる。玄室規模は、長さ2．1m、幅1．5m、遣存高75cmである。床面は地山を削って整えられてお

り、入口側に若干傾斜している。床面から10～30cm程度の石材が検出されたが、配置に規則性が認めら

れず性格は不明瞭である。

　石室の掘り方は、幅2．5～3．2m、奥壁側での深さ70cmを測る。地山を大きく掘り込んでつくられてお

り、掘り方いっぱいに腰石を配置し石室を築いている。

〔出土遣物〕

　玄室内の床面と床面からわずかに浮いた状態で須恵器蓋（第29図1）、平瓶（2）、台付長頸壼（3、

4）、土師器壼（5、6）、刀子（第30図7）、鉄鎌（8～20）が出土した。出土位置は玄室中央から右側壁

よりに集中する傾向が見られる。また、周溝iから須恵器杯身（第31図23）、高杯（24）、口縁部（25～27）、

体部（28）、提瓶（29）、脚裾部（30）が検出された。

　（1）は奥壁の右隅に位置しており概ね原位置を保っているものと思われる。完形で、口径9．9cmを測

る。天井部は丸く、口縁部の端部を丸く納める。（2）は羨道部側に位置し、角礫の上に乗る。口径4．7

cm、胴径9．9cm、器高9．Ocmを測る小型の平瓶である。体部上半はカキ目後ナデ、以下はヘラ削り後カキ

目調整を行い、軽いナデで仕上げる。（3、4）は右側壁よりの床面直上に位置する。おおむね原位置を

保っているものと思われる。（3）はほぼ完形で、口縁部は外反し、口縁端部を丸く納める。肩はやや張

り、底部にハの字形の台部を貼付する。（4）は、肩部を3条の沈線で区画し、連続刺突文を施してい

る。それぞれの器高は12．2cm、23．2cmを測る。（5、6）は同一形態の土師器壼である。（5）は玄室ほぼ

中央部、（6）は左側壁の奥壁よりで検出した。口縁部は外反し、端部を丸く納める。体部外面はともに

ユ

0　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

第29図　横枕93号墳出土遺物実測図（1）
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ハケ目調整である。（5）は口縁部1／2、体部3／5、（6）はほぼ完存する。刀子（7）は奥壁真下で出土

した。切先を欠き、残存長10．35cmを測る。茎長は刀身長の約1／2で、木質痕が顕著に残る。鉄鎌（8

～20）は床面全体に点在する状態で出土した。残存状態が悪く完存するものは見られないが、（11）に巻

き締め痕、（13）に木質痕が観察される。（21）の断面形は二等辺三角形を示し、（22）は薄い板状の鉄を湾

曲させる。（22）は鞘金具の可能性も考えられるが、いずれも詳細不明である。

　周溝i内から出土した（23～30）はいずれも破片状態で周溝i埋土から検出された。周溝部およびその上方

はかなり撹乱をうけており、流入した遺物が混在している可能性も考えられる。（23）は口縁部1／4、
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第30図　横枕93号墳出土遺物実測図（2）
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体部1／2が残存する。立ち上がりは内傾し、端部は細る。底部は平らで回転ヘラ切後ナデ調整である。

復元日径U．5cm、器高3、7cmを測る。（24）は口縁部1／3、体部1／2が残存する。内外面ヨコナデ、復

元口径1LOcmである。（25～27）は口縁部1／3～3／4残存し、ともに内外面ヨコナデ、復元日径は14．8

cm、9．8cm、12．8cmである。いずれにも自然粕がかかる。（28）は壼の体部と見られる。肩部1／2、体部

3／4、底部完存し、胴部のヘラ削り後に体部はカキ目調整を行う。提瓶（29）は口縁部、体部とも1／2

が残存する。口径8．4cm、器高24．5cmを測る。外面背側は回転ヘラ削り後カキ目。（30）は1／8残存す

る。裾部で屈曲し内傾気味に納める。凸線上位には波状文が施されるがかなり粗雑である。裾部の推定

径36．2cmである。
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第31図　横枕93号墳出土遺物実測図（3）
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5　横枕94号墳（第8、9、25、32図、図版14）

〔位置と現状〕

　横枕39号墳の南約3．Omに位置し、標高30．25～31．3mあまりの緩斜面に立地する。西側には38号墳が

隣接している。調査前の観察では、墳丘の高まりや周溝の痕跡は認められず古墳の存在は予想されな

かった。

〔墳丘〕

　厚さ6～10cm程度の表土を除去した段階で、周溝が検出され古墳の所在が明らかとなった。周溝は、

緩斜面の上位側を弧状に巡り、幅0．5～1．3m、深さ30cm前後にわたって地山を掘り込んで造っている。

斜面下方側の墳丘裾部が不明瞭であるが、残存部から推定して径5m前後の小規模な円墳と考えられ

る。墳丘の北西側で確認された第25図の暗褐色土（5層）が盛土の一部とみられるが、他では確認され

ず、すでに流失したものと推灘される。墳頂部最高所の標高は3LOmで、南西周溝底からの高さ0．6m

あまりである。

〔埋葬施設〕

　墳頂部中央から地山を掘り込んだ墓墳1基を検出した。主軸はN－26°－Eにとり、丘陵斜面に直行す

る。平面形は隅丸長方形で、長さ2．241n、幅67～80cm、深さ42cmを測る。墓墳底面は平坦に整えられて

おり、長さ1．9m、幅50cm前後を測る。墓墳埋土の断面観察から、墓墳内に木棺が埋納されていたもの

とみられ、第32図の5、8、9、U～13層が木棺の裏込土と考えられる。断面から推定して、長さ1．5

m、幅32cm前後の木棺が納められていたものと推測される。

　遣物は検出されなかった。

H＝30．80m
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7，強｝色粘質き二　10YR4／6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　第32図　横枕94号墳主体部実測図（S＝1：30）

6　遺構外出土遺物（第33図、図版18）

　92号墳の南東下位の畑耕作に伴う撹乱土から須恵器蓋（第33図1）と杯（2）が出土した。（1）は口縁部

1／13、体部1／2が残存する。天井部にボタン状のつまみをもつ。推定日径16．4cm、器高5．9cmを測

る。（2）は高台をもつ杯で、口縁部1／10と底部がほぼ完存する。推定口径15．4cm、底径7．8cm、器高4．9

cmを測る。
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1

0　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

第33図　遺構外出土遺物実測図

出土遺物観察表
横枕40号墳（第7図）

挿図

″
器　種

法量（㎝〉

@口　径
@底　径
@簸大綱径
@器　高

形　　態　　・　手　　法　　の　　特　　徴

コ〉胎　土

ｻ焼成
�A　謁

残存状況 備　考
遺物登

^香号

1 蓋　杯
t　身

窪　　10．8G　＞13．10

立ち上がりは内傾し、揚部は伝か
ﾉ段をもつ。
�ｯ部は体部から外方に柏める。

（内外）　ヨコナデ。

i外〉　　天月部、時f廻りのヘラ削り。
9）1購以下の砂ピを
@多く含む。4品大
@の砂礫有。

乱F

（口〉　　一部
D＞　　1／3

811

横枕38号墳（第13図）

1 蓋　杯
t　菱

⑪　　12．oo　　4．45

天井部は丸く口縁部は直下に下が
閨A揚部で段をもち外方につまむ。

｛内外）　ヨコナデ。

i外）　天井部2／3を｝｛ポ†巡りのヘラ肖駒。援下位は
@　　　1条の沈線後、軽いナデ。
i内）　天チ｝中心部一方向のナデ。

窪1㌦前後の砂粒を
@多く含む。翻良好

?D色

ほぼ完存 3とセット
{係

29

2 蓋　杯
t　蓋

8　　11。90　　3．90 （内外｝ヨコナデ。
i外）　　天井ぬ2／3を蒔計翅シ戊のヘラi罰り。稜下位は
@　　　1穿の沈線後ナデ。
i内）　　天井中心部圧痕。

③α5抱前後の砂粒
@を多く含む。3～
@5頚×の砂藻有。泣良

B灰色

完形 4とセット
ﾖ係

27

3 妻　杯
t　身

§　　9．90　）12．10　　4．45

立ち上がりは内傾し、端部は僅か
ﾉ段をもつ。受部は作部から水平
綷?ﾉ鞘める。
ﾌ部は丸い。

（内外）　ヨコナデ

i外）　体部2／3を時づ望｝戊のヘラ削1い中心にヘラ
@　　起し痕。

①1高籟後の砂牲を
@多く含む。
@2．5斑の砂粒鵜

ほぼ完存 29

4 蓋　杯
t　身

①　10．3G
ｲ　〉］2．3G　　4．75

¢0．5皿前後の砂粒
@を多く含む。2㎜
@大の砂麺有。

R嚢馳

ほぽ完存 27

δ 長頚壷

s　　9．75　　11．90　　14．95

頚部は直線的に外方に伸び、口縁
狽ﾅ直上、丸く納める。
ﾌ部は中上位で最大径を灘り、底
狽ﾍ丸い。

（外）　　1：1∂～初部ヨコナデc

@　　項袖揚描当波状文を2段に施す。
@　　仏じ11；成形府の圧痕、工具痕。

①］～2漂の砂粒を
@多く含む。
@3認の砂粒有。含良好

ﾌ蕨色　〔紬1灰オリーブ

完形 口縁部歪
ｩ然袖

28

横枕39号墳（第19、20図）

②＜35．6＞ 日諺部は大きく外反、揚部で肥以 （内外）　ヨコナデ。 ①三江以下の砂粒を （口）　　1／ユ3 5
する。 （外）　　パ仁2条、下仁1条の沈隷で区函、その1目に 多く含む。 17

1 （〔コ縁部） 波状文を旛す。下位沈隷下ナデ。 　4～7礁大の診蒙有。
J　蝕子　（外）灰色

（内）淡拶絶

2 甕

藁　　16．95　　29．80　（32．2） ［套蒙部は短く外傾、口縁端部外田を面状に肥厚させる。

ﾌ部は丸い。

（外）　　1巾き日後、回転を利用したハケ目ぐ後一部ナ
@　　　デ。
i内）　漬肩部ナデ、体都当て工罫狼後ナデc

②0，5c面狗後の砂粒
@を多く含む。

cζ良

に］）　　1／2
ﾄ仏）　　3／4

ユ2

第2石棺（第23図）

1 蓋

塗〈11：1。〉 平らな天井部から湾曲し、〔］子部で段をもち摺部は丸く納める。 （内外）　ヨコナデ。

ｬ9　　天井部ヘラ切1）後ナデ。
i内〉　天戊踏ナデ。

③0．5c頑a後の砂粒
@を多く含む。3燃
@の砂粒有

f色

日）　　］／8
i体）　　　　1

2

横枕92号墳（第24図）

①11。00 かえりは短い。 〈内外）　ヨコナデ。 ◎1憾以下の砂粒を 完形 24

1 竈　杯
@蓬

ξつまぺ2，40

@㍉9．75
（外）　　天井部ヘラ削り。つまみ部｝i占付後回転ナデ講

@　　整。
含む。

R惚大の砂粒有。
這）　2．70

鍵
②　（8．30） 底部糸切り痕。 風化剥治〆；しく不明瞭。 ⑤0．5獄前後の砂粒 （高台）　1／4 3

2 （底　部）
（外）　　商台部目占でd後ヨコナデ。 　を多く合む。

h　不良　亨し褐色

①（3L2） 口縁部は大きく外反して、謬部で 1条の沈線後．乏二せ揚描き波状文を施す。 ①1～2㈱の砂粒を （口）　　1／6 自然袖 1

面を持つ。 含む。 35
3 〈ぽ蒙部） 雛鴻灰色　納恢色
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横枕93号墳（第29、30、31図）

挿図

ﾔ号
器　穏

法量（㎝）

@口　径
@底　径
@最大胴径
@器　高

形　態 ・　手　　法　　の　　特　　徴
①胎土
A焼　成

B色謬
残存状況 償　考

遣物登

^番号

1 蓋

霧　　9．90　　3、60 丸い天井部からロ縁部へ拶cき、端
狽ﾍ丸く納める。

（内外）ヨコナデ。
o外）　天井部回転ヘラ切り後軽いナデ。（内）　天井部一方向のナデ。

①0．5㎜前後の砂鑓

a鴛三色
完形 ［コ縁部歪 10

2 平　瓶

窪　　4．70　　9．90　　9．oo

（内外）　ヨコナデ。

i外）　体部上面円盤充填後丁呉なナデ、
@　　以下ヘラ肖駒、カキ日佼軽いナデ。

①1斑前後の砂泣を
@多く含む。
刀@良好　暗灰色、灰色

完形 自然袖 14

6．75 口頚部は外反、灘縁竣部は丸く納 （内外〉ヨコナデ。 ①1㎜前後の砂粒を ほぼ完形 自然紬 1ユ

6．25 める。肩はやや張り4は3条の沈 （外）　台部り的寸後ヨコナデ、底部仕上げナデ。 多く含む。
3 台付長裟迂 11．05 線で区面、連続刺突文を施す。 （内）　　頸部ナデ、底部ナデs 2．5鰯の砂粒有

ユ2、2G 底部はハの字形の台部を良占付、内
g面で接地する。 纏

］0．15 （内外）　ヨコナデ。 ③1～2翻の砂粒を ほぼ完形 12

8．70 〔外）　頂部振り痕。台部貼付後ヨコナデ。 多く含む。
4 台付長頴壼 17．60 （内）　　勇部絞り屋後ナデ。 3～幅大の砂粒蕎

23．20 審　不良　淡灰色

5 土師器

@壼

8　　8、85　　6．70 灘縁部は外反気味に開き蜷部は丸いo肩は張らない．

1外）　体部ハケ目。
i内）　ヘラ肖駒後底部ナデ、指ナデ。
@　　全仏に成形痕。

①1図前後の砂粒を
@多く含む。

乱

（口）　　1／2
i体）　　3／5

ユ3

Q7

6 土師器

@壼

㊧　　8．40　　8．10　　6．95

口縁部は外反、謬部は丸い。最大
}径を中上位にもつ。

（外）　体部ハケ目。
i内〉　ヘラ削り後ナデ。
@　　全体に成形痕。

◎1㈱前後の砂粒を
@多く含む。
@3惚大の砂粒有。
B　良好　淡黄褐色

（驚蟷）一部欠
ｼほぼ完存

黒班有 15

23 杯身

§　〈］L5＞　　（3．7）

立ち上が1）は内領して揚部は細
驕B

�狽ﾍ水平気嚥こ籍める。底部は
ｽら。

（内外）　ヨコナデ。（外）　底部回転ヘラ切り後ナデ。（内）　底中心部一方向のナデ。 9）0．5㎜以下の砂粒
@を多く含む。

ｳ色。

（口）　　ユ／4

i体）　　1／2
30

①（1LO） （内外）ヨコナデ。 ①ユ図以下の砂粒を （口）　　1／3 29

〔内）　杯底部ナデ。 多く含む。 （体）　　1／2 30
24 高杯

⑨　良好　（外）灰色

（内）暗灰色

①（14．8） （内外）　ヨコナデ。 ◎1㎜以下の砂粒を 口＞　　1／3 自然紬 lo

25 （〔1縁部） 　多く含む。
W　良好　炉灰色

29
R2

①　9．8 頚部はゆるやかに外反した後、上 （内外）　ヨコナデ。 ①力繍ζ後の砂粒を （口）　　3／4 自然融 29

26 （口縁部） 半部で大きくラッパ状1ゴ駕き口壕
ｩ部は丸く納める。

　多く含む。

o魍
30

◎（12．8戊 外反する頴部は口縁蟻都で肥厚す 〈内外｝　ヨコナデ。 ②0．5皿以下の砂粒 （口）　　1／3 自然軸 29

27 （口縁部）
る。 （内〉　　頚部下半ナデ。

@　　成形時の圧痕。
　を多く含む。

＠）ユ0，50 （内外）　ヨコナデ。 ⑳．5㎜前後の砂粒 偏）　　1／2 自然紬 23

28 （体部） （外）　閤部のヘラ肖りり後体部カキ臥後肩、底部ナ
@　　　デc
i内）　底部ナデ。

　を多く含む。
刀@良好　匿了灰色

（体＞　　3／4
i底）　　　］

26
Q9
R2

纏：認 体部の側面形は前面が背面より膨
轤ﾞ球体形。

衙外〉　ヨコナデ。（外）　背面畷転ヘラ肖胸後カキ目。側而穿孔後口頭 ①1踏前後の砂乾を
@含む。

（ロ）　　1／2
i体）　　1／2

自然袖 26
Q8

29 提瓶 部接合、ナデ。 3～6』大の砂馨茱 29

灘
②〈36．2＞ 裾靖で屈曲、内傾する。 （内外）　ヨコナデ。 ①1㎜以下の砂粒を （脚裾）　1／8 29

（外）　凸譲上位粗雑な波状文を施す。 多く含む。 30
30 （脚裾部） 2囎大の砂慧有。

茎麗

遺構タ↓（第33［図）

1 蓋

①〈16．4＞
oつま＾3．8G

]）〈5．9）

扁平なボタン状のつまみを持つ （内外）　ヨコナデ。

i外戊　　天井部ヘラ削り。つまみ部貼汀後回転ナデ講
@　　整。
i内）　天井部ナデ。

◎0．5㎜前後の砂粒
@を多く含む。
H　やや不良　灰色

（口）　　1／三3

i体）　　1／2

2 高台付杯

2　〈15．4＞　　7．80　　4．9

高めの高台は底署部から中央より
ﾉ貼付。

（内外）　ヨコナデ。｛外）　　高台部貼付後回転ナデ詞整。

i内）　底部ナデ。

①1斑以下の砂粒を
@多く含む。

乱F

闇　］／聖（高台）　3／4 9

横枕古墳群　鉄製品（鉄刀、刀子、鉄鉾）
単位　cm

法 驚
遺物

挿　図 刀 部 茎 部 断 面

出土地
番　号

器　種 全　　長

衰さ 断面形 長さ 断面形 計援蹄位 纏 厚さ

形態の特徴 残存状況 備　考 登鋒

ﾔ号

（18．82） （6．20） （12．62） 袋田環境 鉾身中央部 2．03 0．30 鋸化する。 鉾身先鰭 臼7，0）9 1

袋端部 2．40 0．40 鉾身は袋部より短く、身元部から 袋ロ部
先端部に向けて晶を減じる。レン 一部欠。

横枕40号墳 7図
Q 鉄　鉾 ズ状断面で錫なし。袋部は突合せ

[部方向へ広がり環状となる。突
合せ部対面2方向でV字状の切り
込みをもつ。
袋部内部木質痕。

（70．85） （記．70） 二等辺 （16、］5） 長方形状 刀身切先部 2．60 0．60 刀身木製鞘が誘化する。 刀身中央 （524）9 22

13図
P9 鉄　刀

三角形 刀身中央部
＄g元部
ﾈ〔元部

2．80

R．20

P．85

0．70

O．25
O．δ0

茎部木質痕。
W釘孔2。

部欠失。 木質痕

茎尻部 1．40 α40

横枕38号核 83．82 70．82 二等辺 13．0 長方形状 刀身切先部 2．47 0．55 易化する。 完存 6489 2］

第1主体部 ］3図

Q0 鉄　刀
三角形 刀身中央部

＄g元部
s元部

2．81

R．GO

戟D72

0．70

O．62

O．59

全作に木質痕。
ﾖ部に頁金具痕。
ﾚ釘孔2。

茎尻部 1．］8 0．33 茎部巻き締め痕。

14図
Q1 刀子？

（L8G） （L80） 二等辺

O角形
1．40 0．29 （0．928）9 43

一42一



横枕古墳群　鉄製品（鉄刀、刀子、鉄鉾）
単位　㎝

法　　　　　　　　灘

刀　　　部 茎　　　部 断　　　面
出土地

挿　図

ﾔ　号
器　種 全　　長

長さ 断面形 仁さ 断面形 言欄部位 輻 厚さ

形態の特徴 残存状況 備　考

遺物

o録
″

横枕38号墳
謔P主体部

14図
Q2 刀　子

〈3．55＞ ／3．55） 二等辺三角形状 （o．9D 0．32 木質痕。

w側に巻き締め痕。
茎一部 （2．383）g 23

楢枕39号墳
@周溝内

20図
R 刀　子

（8．go） （4．80） 二等辺
O角形

4．10 長方形状 刀身元部
s中央。1、

1．10

O．85

0．30

O．35

錆化する。

滑ﾖ有。刃関は誘により不明。茎
矧ｪき締め痕。

切先部欠 （1L936）9 1⑪

第2石棺
23図
Q 刀　子

（4．80） （4．80） 二等辺

O角形
切先部
＄g中位

0．68

P．30

0．18

O．40

幼化する。 切先部欠
s部欠

（6，299）8 1

横枕93号墳
@石室内

30図
V 刀　子

（10．35） （4．65） 二等辺

O角形
5．7 長方彩状 刀身切先部

s炎端部
0．8G
潤D5⑪

0．25

O．15

鋳化する。
絈ﾖ、刃閲形態不明。柄の木質は全体にわたり遺存、鋸

ｻする。
s長は刀身長の約1／2

切先部欠 （］2，］go）9

ﾘ質痕

1

横枕38号墳　鉄鉄（第14、15図）

振　　身　　部 頚　　　部 茎　　　部

出土地
挿　図

ﾔ　号
器　種

全　　長

@錫身部

A頴部
〟l茎部

平面形
断面計
ｪ部位

逆　刺 平面形
断面計
ｪ部位

断面計
蝠蝿ﾊ 形態の特徴 残存状況 備　考

遺物

o録

ﾔ号断面形 W　娼
噤@厚さ

逆刺長 閲　部 w　纒
噤@厚さ

断面形
w　福
噤@彫さ

片刃形 先揚部
浴@o．77
s　O．20

台形状？ 中央部
v　O．28
s　O．34

長方形 尖端部
v　O．26
s　O．17

該身部、茎部に木質痕。 尖端部欠 26

23 鉄　鐵

（U．82）
刀@3．68　6，94　（4．2）

平片刃造 角

（11．182＞9

ｪき諦め
ｭ木質痕

片刃形
中央部W　O．64

s　O．22

台形状 　上位
v　O．44
s　O．33

方形 中央部W　O．48

s　O．45

先鰭部欠 〈11．170）9 24
Q6

24 鉄　鑑 ㌶
平片刃造

（7．90） 中央部W　o．35

s　O．20

誘化、一部癒着する。25は誘化、
漉ｴの為形態不明。

25

25 鉄　鑑

（16，603）9

ｪき締め
ｭ木質痕

片刃形 先潰部
v　o．85
s　O．20

0．ユ
台形状

中央部W　O．45

s　O、25

長方形 　元部W　O．45

s　O．35

尖端部欠

26 鉄　鍛

（14．90）

刀@4．1　7．3　（3．5）

片刃造

（18．55）

K（6．50）
中央部

P　0．76
s　O．22

中央部W　O．40

s　O．24

長方形 　元部
v　O．但
s　O．34

誘化、剥薩、癒着の為形態不明瞭。 尖端部欠 26

27 鉄　骸

平片刃造

（45．454）9

ｪき締め
ｭ木質痕

　16．93

B5．63
片刃形？ W　O．71

s　O．28
台形状 　元部

v　O．49
s　O．38

方形 中央部W　O．30

s　O．25

完存

28 鉄　鑑

平片刃造

〈17．19）

B5．75
W　O．73
s　O．20

台形状
中央部W　O．46

s　O．43

長方形 　元部
v　O．53
s　O．34

鑑身部欠
?摯伯29 鉄　線

平片刃造

　上位
v　O．69
s　O、27

0．1 台形状
中央部W　O、54

s　O．36

長方形 　元部W　O．44

s　O．27

尖端部欠 26

横枕38号墳
謔P主体部

30 鉄　鋲

b

（12．40）

B　4．oo　7．GO　（1．50）

平片刃造

長頸鑑。
b身部は先鶏部から栢を増し途中で片綴を短く、他側を長くし僅か

ﾈ逆刺とする。

（22．567）9

ｪき締め
ｭ木質痕

片刃形
先端部W　O．70

s　O．25

台形状？ 長方形？ 茎部　欠

31 鉄　銀

（］1．27）

Q　4．oo　6．85　0．42

平片刃造

中央部
v　O．60
s　O．33

0．1 中央部
v　O．46
s　O．39

方形 中央部
v　O．34
s　O．33

長ヌ灘。 尖端部欠 26

32 鉄　鑑

（ユ6．67）

?@4．21　7．26　5．20

片切刃造？

（28．454）9

ﾘ質痕

ｪき締め
ｭ木質痕

片刃形
中央部W　O．70

s　O．20

台形
中央部W　O．33

s　O．26

長方形 　元部W　O．42

s　O．30

尖靖部欠

33 鉄　態

〈1633＞
焉@3．94　7．56　（4．83）

平片刃造 長方形

（15．60）

B（4．10＞
片刃形 　下位

v　O．65
s　O．30

台形 　下位
v　O、45
s　O、28

長方形 　中位
v　O．30
s　O．2G

34～39は誘着する。
R6は短い片逆刺をもつ。

尖措部欠 41

鍵 鉄　鑑

平片刃造 長方形

〈76．312）9

ｪき綺め
ｭ木質痕

（15．2）

浴r（4．5）
片刃形 　中位

v　O．65
s　O．30

台形状
中央部W　o．50

s　O．30

方形 　中位
v　O．30
s　O．25

尖蜷部欠

35 鉄　滋

平片刃造 長方形

台形
中央部W　O．6⑪

s　O．40

方形 　下位
v　O．25
s　O．25

尖揚部欠

36 鉄　鋲

（15．2）
m　3．80　7．20　（4．20）

片丸造 長方形

片刃形
　中位W　O．70

s　O．25

台形 　上位
v　O．58
s　O．40

長方形 　中位

v　α30
s　O．15

完存

37 鉄　鐵

（17．0）
?@3，30　8．00　5．70

平片刃造

一43一



横枕38号墳　鉄鱗（第14、15図） 単位　㎝

鑑　　身　　部 頚　　　部 茎　　　部

出土地
挿　図

ﾔ　号
器　種

全　　長

A鍵身部
浴r蒙部

B茎部

平面形
断臨『
ﾗ1部位

逆　刺 平面形
断面計

ｪ部位
断面計

ｪ部位 形態の特徴 残存状況 億　考

遺物

o録

ﾔ号
断面形 w　藺

s　厚さ
逆刺長 関　部 W　纏

噤@厚さ

断面形
w　幅丁　厚さ

｛10．60）

ｺヌ5．9＞

長方形 　上位
v　O．30
s　O．20

該身形態不明瞭。 頚部　欠

38 鉄　該

0．1 練状
　下｛立

v　O．60
s　O．30

方形 　中位
v　O．25
s　O．25

尖謬部

39 鉄　該

（ユ2．85）

刀@（3．65）　6、80　（2．5）

　（4．］2）
ｶ　1．］5　（2．97）

柳葉彩 　中位
v　O．77
s　O．20

鎌身～

z一部
（3．119＞9 20

40 鉄　鍛
片丸造 長方形？

　（4．（迫）

刀@1．20　（2．顕）
柳葉形 　中位

浴@o．57
s　O．13

簸身～
�齦

〈3．3コ9）9 26

4ユ 鉄　皐
片丸造

（7．12） 先捲部
v　⑪．62
s　O．13

　中位
v　O．46
s　O．28

鍍身～

z部
（6．814）8 14

S2

42 鉄　錫

（4．95）
片刃形 　中位

v　O、75
s　O．25

籔身～

z一部
12．248）9 25

43 鉄　鱗
平片刃造

（4．12）
片刃形 　上位

v　O．？2
s　O．20

鐵身部 （2。0　）9 26

44 鉄　議

平片刃造

　（5．20）
刀@（1．45）　（3．75）

台形状 長方形 　下｛立

v　α34
s　O．27

頸閤部～
s尖謬部

〈3．948）9

ｪき籍め
ｭ木質痕

18

横枕38号墳
謔P主体部

45 鉄　該

　（3．99）

T8
台形状？ 　下位

v　⑪．36
s　O．27

方形 　中位
v　O．30
s　O．29

頚～茎部 （3．715）9

ｪき繍め
ｭ木質痕

15

甜 鉄　鑛

（1α68）
�@（＆55）　（2．13）

台形状 　中位

v　O．6
s　O．22

方形 　中位

v　O33
s　｛｝．32

鋳着する。 頚～茎部 （ユ5．435）9

ｪき締め
ｭ木質痕

26

47 鉄　幾

窪鰯 台形 　刺立
浴@o．58
s　O．40

方形 　中位
v　O．31
s　O．2948 鉄　該

　（8．？o）

藍
台形 　元部

v　O．70
s　O．30

長方形 　上位W　G．40

s　G．25

頴～茎部 （7．066）9

ｪき締め
ｭ木質痕

1？

49 鉄　鑑

　（9，31）
H　（5．10）　（421）

　中位
v　o．59
s　O．38

長方形 　下位
v　O．32
s　O．25

頴～茎部 （7．636）9

ｪき締め
ｭ木質痕

26

豹 鉄　鑑

　（4．09）
H　（三．49）　（2．60）

　下位
v　⑪．63

s　O．30

長方形 　中位
v　O．33
s　O．26

頚～茎部 （3．2］5）9

ｪき締め
ｭ木質痕

16

5］ 鉄　鑑

　〈2．64）

翌?Q．（測

長方形 　中位
v　O．30
s　O．26

茎尖揚部 （0．559＞9

ｪき締め
ｭ木質痕

19

52 鉄　銀

横枕93号墳　鉄鎌（第31図）

鐵　　身　　部 図　　　部 茎　　　部

出土地
挿　図

ﾔ　号
器　種

全　　長

@鋲身部

A頚部

B茎部

平面形
断臨、†

ｪ部位
逆　刺 平面形

厨藤計
ｪ部位

断面計
ｪ部位 形態の特徴 残存状況 備考

遺物

o録

ﾔ号
断面形

W　輻丁　撃さ
逆束1辰 関　部 w　纏

噤@厚さ

断面形
W　弓墓
噤@阜さ

柳葉形 中央部
v　O．80
s　O．25

瞭状 中央部
v　O．40
s　O．40

尖拮部欠 〈10．236）9 4

8 鉄　鑑

（14、10）
刀@1．3　10．2　（2．6）

片丸造 方形

（8．6） 柳葉形 中央部
v　O、70
s　O、15

　下位
v　O．40
s　O、40

関部～

s部欠
（7，213＞9 6

9 鉄　該
片丸造 方形

　（7．3）

@（6．65）T　（0．65）
台形状 　中位

v　O．50
s　O．30

方形 　元部W　O．38

s　O38

関部～

s部
（6．080）9 3

横枕93号墳
@石室内

10 鉄　簸
長方形

　17．35）
T　（4．90）　（2．45）

韓状 　中位
v　O．45
s　O．45

方形 　下位
v　O．25
s　O．25

閲部～

s部
（5．802＞9

ｪき結め
ｭ

7

11 鉄　嫉
方形

　（3．15）

翌w3．15）
片刃形？ 　上位

v　O．65
s　O．35

頸部。上位断面二等辺三角形を呈
ｵ、鍍身形態片刃形となる？

頸一部 （2．794）9 26

12 鉄　鑑

一44一



横枕93号墳　鉄鍍（第31図） 単位　cm

紗　　身　　部 頴　　　部 茎　　　部

出土地
挿　図

ﾔ　号
器　種

全　　長

@鎧身部

A頚部

B茎部

平面形
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6 管　　玉 29．55 12．39 2．82 0．77 片面 明緑灰色・緑灰色 8，956 碧玉製 ほぼ、1 1

7 管　　玉 （25．13） 11．85 2．20 （L25） 片面 明緑灰色・緑灰色 （6．610） 碧玉製
一端部欠
i4／5）

2

8 管　　玉 22．10 11．28 2．05 0．91 片面 明緑灰色・緑灰色 （5．415） 碧玉製 ほほ、1 3

9 管　　玉 26．91 11．19 3．01 0．90 片面 明緑灰色・緑灰色 6，578 碧玉製 完存 4

10 管　　玉 27．86 11．58 3．64 0．78 片面 明緑灰色・緑灰色 7，197 碧玉製 完存 5

11 管　　玉 30．94 11．51 2．57 0．80 片面 明緑灰色・緑灰色 8，086 碧玉製 完存 6

12 管　　玉 28．29 11．59 1．97 ◎．70 片面 明緑灰色・緑灰色 ？，581 碧玉製 完存 8

13 管　　玉 26．86 ユ0．95 2．63 0．63 片面
明緑灰色・緑灰色
ﾃ緑灰色

6368 碧玉製 完存 9

14 小　　玉 6．04 8．55 1．82 濃青色・半透明 0，604 ガラス製 完存 7

15r 小　　玉 6．17 7．88 1．46 濃青色・半透明 0，466 ガラス製 完存 気泡有 10

16 小　　玉 4．54 7．71 1．85 青色・半透明 0，337 ガラス製 完存 気泡有 11

17 小　　玉 5．36 8．43 1．37 濃青色・半透明 0，552 ガラス製 完存 気泡有 12

18 小　　玉 4．97 7．95 ユ．30 青色・半透明 0，468 ガラス製 完存 気泡有 13
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第4節　まとめ
　横枕古墳群は、鳥取市横枕および竹生、上味野の一部に所在し、横枕集落の後背丘陵と集落東側の独

立低丘陵に展開している。古墳は丘陵の主稜線上や緩斜面、裾部に支群をなしながら築造され、群中に

は全長70mを超える横枕13号墳、全長23mの横枕55号墳などの前方後円墳や、丘陵裾部には横穴式石室

を内部主体とする古墳も築かれている。古墳群の構城は今回の調査事例を含め94基あまりを数え、前

期、中期、後期の古墳が確認されている。

　今回の調査対象地は横枕集落の後背に位置する丘陵上およびその裾部に位置し、丘陵先端頂部（標高

85m）から40号墳、丘陵南東斜面を下った裾部（標高30．5～35．5m）から38・39・92～94号墳の計6基の

古墳が明らかになった。

　今回の調査で検出した古墳はいずれも円墳である。規模的には38、40、92号墳は直径18．5m、13．9

m、12mを測り、他は径10m以下の小規模な古墳である。これらの中で38号墳の規模は傑出しており、

横枕古墳群中で最も大型の円墳とみられ横枕古墳群の中心的な後期古墳といえる。墳丘の築造は、石室

を内包する92、93号墳を除き、基本的に丘陵の高位側に弧状の周溝を掘り込み、斜面低位側に盛土を行

うことで築かれている。盛土の規模は38号墳で最大1．51nほどが確認され、39、40号墳についても多量

の盛土によって墳丘を築造している。削平を受けた94号墳も墳丘断面観察から盛土の一部が確認される

ことから同様の築造方法をとるものと考えられる。92、93号墳は地山を掘削し石室基底部を確保したの

ち、石室の構築と並行して墳丘を盛り上げていく通有の手法がとられているものと推察される。

　埋葬施設は各古墳から検出された。埋葬形態には直葬、木棺直葬、石棺、石室があり、40号墳主体部

は直葬、38、39、94号墳は木棺直葬、92、93号墳は石室をもつ。38～40、94号墳の中心主体部は墳頂部

のほぼ中央部に位置し、墓墳規模は長さ2．24～4．6m、幅0．67～1．51mを測るが、38号墳の主体部は長

さ4．61n、幅1．51mと他より突出しており、規模的にも盟主の埋葬施設を示唆している。木棺直葬の

38、39、94号墳には墓墳埋土の観察から長さ1．4～2．4m、幅32～50cmの木棺が納められていたものと推i

測される。石室をもつ92、93号墳については調査区外となることや後世の改変により詳細については不

明な点が多いが、横穴式石室を内包しているものと考えられる。93号墳玄室内からは須恵器、土師器な

どの土器類や、刀子、鉄鎌等の鉄製品が検出されたが、追葬の有無については不明瞭である。石棺は38

号墳の墳丘裾部から1基、39号墳の墳丘外から2基検出された。墳丘外に位置する2基の石棺について

は立地や出土遺物の時期から39号墳に帰属するものとみられる。3基の石棺はともに古墳の中心から離

れており、付随的な位置づけで採用されていた状況がうかがわれる。

　遺物は埋葬施設、周溝、墳丘から出土した。中でも38号墳の中心主体部の遺物は充実しており、棺内

に鉄刀2、刀子1、鉄鎌30点以上、碧玉製管玉8、ガラス小玉5、棺外に須恵器蓋杯2セット、長頸壼

1が副葬されている。豊富な鉄製品が埋納されている点が特徴的であり、古墳群における6世紀前半代

の中心的古墳であったことをうかがわせる。また、墳丘からの出土遺物として40号墳の墳丘裾部で鉄鉾

が検出された。鳥取市域における鉄鉾の出土例は少なく、倭文6号墳と下味野43号墳からの出土が報告

されている。いずれも近接する古墳群からの出土であり、多彩な鉄製品を副葬する地域であることを示

す資料といえる。

　今回調査を行った古墳はいずれも後期古墳と考えられる。丘陵の先端頂部に立地する40号墳と丘陵裾

部の中心的古墳である38号墳は6世紀前半の築造とみられ、出土遺物から40号墳が若干先行する可能性

が考えられる。39号墳は38号墳より後出の6世紀中頃と思われる。また、39号墳の下位に位置する94号

墳は39号墳よりやや後出の築造と推測される。石室を内包する93号墳は出土遣物から7世紀末～8世紀

初頭あたりの時期があたえられ、立地的に92号墳がやや先行するものと思われる。

　横枕古墳群における調査はこれまでに古墳50基におよぶ。その結果、横枕古墳群では方形墳から円墳

への移行が遅れ、中後期にいたるまで箱式石棺はあまり用いず木棺直葬を主流とし、土器転用枕と鉄製

品の副葬が目立つ等の特徴が明らかになってきている。また、前期古墳は千代川左岸の平野部を望む低

丘陵の稜線上に立地し、中期には主稜線の下位に作られ、後期には横枕集落の背後丘陵上と独立低丘陵

の斜面や裾部に築造されることが明らかになってきた。今回の調査結果でも後期古墳の立地や、豊富な

鉄製品の副葬、石棺の付随的な使用など過去の調査と同様の結果を得ることができ、多くの貴重な資料

を提供してくれた。同一古墳群でこのように多数の古墳を調査した例は少なく、鳥取平野縁辺における

古墳期の動向を解明する一助になるものと思われる。
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